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 東京電力福島第１原発事故が起きた時、北西に 60㌔離れた福島

市には避難指示が出ませんでした。しかし、空間放射線量は震災前

の約 600倍。その数値が何を意味するのか、情報が錯綜する中で多

くの市民が避難するか、とどまるかの自主判断を迫られました。震

災後に設立された商店主らの振興団体「ＬＩＦＥＫＵ」の共同代表

も行動が分かれていました。１人は市内にとどまり、もう１人は家族を守るために西を目指し、知人に

「逃げるとは思わなかった」となじられて罪悪感を覚えたと明かします。５年という歳月についても、

とらえ方はさまざまな「ＬＩＦＥＫＵ」のメンバーですが、もう一度、故郷の街ににぎわいを取り戻そ

うと努力を続けています。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待下さい。 

 

 

 

 

 

 

 米大統領選を巡る共和党の候補指名争いで、ドナルド・トランプ氏の快進撃が続

いています。極端で排外的な主張のトランプ氏では 11月の本選で勝てないとみる党

内の主流派が「トランプ降ろし」を強化していますが、勢いに陰りは見られません。

もしこのまま、トランプ氏が共和党の予備選、さらに本選を勝ち抜いてホワイトハ

ウスの主となってしまったら、アメリカ社会はどう変わり、日本や世界にどんな影

響があるのでしょうか。日米の専門家の見方から大胆に予測します。 

 

 

 

 大相撲春場所は 13 日、エディオンアリーナ大阪（大阪市浪速区）で初日を迎えます。

初場所で日本出身力士として 10年ぶりに幕内優勝した大関・琴奨菊は、連覇と横綱昇進

を目指します。日本出身力士の新横綱は 1998年夏場所後に昇進した若乃花が最後。今世

紀初の快挙が懸かる「綱取り」場所となります。琴奨菊の初日の相手は高安。２日目は関

脇・嘉風との顔合わせとなります。４場所ぶり 36回目の優勝を目指す横綱・白鵬は初日に小結・宝富士、

２日目に琴勇輝の挑戦を受けます。白熱の春場所は毎日新聞でお楽しみください。 

 

 

 

 ２カ月に一度連載中の落語家・桂米團治さんがホスト役を務める対談コーナー。今

回のゲストは、タレントのイーデス・ハンソンさんです＝写真。人間国宝で米團治さ

んの父である故・桂米朝さんとともにテレビ番組などに出演していたハンソンさん。

その当時の思い出や現在取り組んでいる社会貢献活動について、語り合いました。ぜ

ひ、ご一読を！ 

 

 

 

東電原発事故から５年 「ＬＩＦＥＫＵ」の挑戦  13 日（日）  

もしトランプ氏が米大統領になったら 

世界や日本にどんな影響が？ 

夕刊２面特集ワイド 15日（火） 

大相撲春場所           13日（日）～27日（日） 

「米團治の粋な噺で行きましょう」             14日（月） 



 

 

 

 

 春がゆっくりと近づいてきています。気温とともに体調も変化しがちなこの時期、

野菜をたっぷりとって健康を保ちたいものです。「通年ある野菜でも、春に取れるもの

は小ぶりで香りが強い。手早く調理できるところもいいですね」。こう語る料理研究家

の藤野嘉子さんに、春野菜を使った３品を紹介してもらったほか、調理のコツも教え

てもらいました。 

 

 

 

 吃音（きつおん）は、言葉が出にくかったり、どもったりする発話障害の一つです。吃

音のある人の多くが、言えない言葉を別の言葉に置き換えたり、しゃべる機会を避けたり

して症状を隠して生活しています。会話がうまくできず、対人関係や仕事で悩む人も多い

です。連載では３回にわたり、吃音者の苦労、支援の脆弱（ぜいじゃく）さ、就労の難し

さについて描きます。 

 

 

 

 

 

 

 大学入試制度が大きく変わろうとしています。文部科学省の専門家会議がこのほど、

新しい制度の最終報告案をまとめました。政府の教育再生実行会議が大学入試センタ

ー試験に代わる新共通テストを提言してから２年半。脱「知識偏重型入試」を掲げ、

その象徴が、「考える力」を重視する記述式問題の導入です。専門家会議の座長、安西

祐一郎さん＝写真＝に狙いや課題などについて聞きました。 

時代が見える――。オピニオン面にご期待ください。 

 

 

 

 

 長部日出雄さんのエッセー「映画と私の昭和」は、成瀬巳喜男監督の代表作「浮雲」

（1955年）を取り上げます。太平洋戦争末期に日本軍占領下の仏印で恋に落ちた中年

男女の戦後続いた「腐れ縁」を、高峰秀子、森雅之という名優２人が見事に演じまし

た。ヒロインが死ぬラストの場面で「絶望の果ての救い」を表現するなど、成瀬監督

の独自の演出法から映画の魅力を探ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食・春野菜を楽しむ   くらしナビ面 15日（火） 

連載「となりの障害・吃音」 くらしナビ面 17日（木）から計３回  

文部科学省専門家会議座長 安西祐一郎さん 

どうなる、新共通テスト 

オピニオン面 [そこが聞きたい] 16日（水）  

絶望の果ての救い    朝刊文化面 19日（土）  


